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会 議 記 録 (1) 

会議名称  第４回北本市高齢者福祉計画2021・第８期介護保険事業計画策定委員会 

開会及び

閉会日時 
 令和３年１月２７日（水）から令和３年２月１２日（金）まで 

開催場所  書面開催 

議長氏名  中村 聡明 

出 席

委員(者)

氏 名 

 鈴木 洋行 川島 裕代 関口 明 遠井 美智子 清宮 尚也 加藤 英明 

荒井 真弓 中村 聡明 阿部 和正 田中 宏幸 寺原 智子 斎藤 豊 佐藤 佐 

渋澤 緋紗子 宮﨑 まゆみ 

欠 席

委員(者)

氏 名 

 なし 

説明者の

職 氏 名 
 なし（書面開催のため） 

事務局職

員職氏名 

 健康推進部長 西村 昌志 

高齢介護課長 加藤 啓一 

 高齢者福祉担当 主幹 長島 俊介 主任 本橋 達也 

介護担当主査 山本 一真 

会

議

次

第 

 １ 令和３年１月２７日（水） 議題に対する意見募集（回答期限：令和３年２月５日（金）） 

議  題 

【報告事項】 

⑴ 第３回北本市高齢者福祉計画2021・第８期介護保険事業計画策定委員会の協議結果 

について 

   ⑵ パブリック・コメント手続の結果について 

【協議事項】 

⑴ 北本市高齢者福祉計画2021・第8期介護保険事業計画（案）について 

 ２ 令和３年２月１２日（金） 事務局より意見に対する回答 

配布資料 

・次第 

・北本市高齢者福祉計画2021・第８期介護保険事業計画策定委員会協議結果一覧 

（資料１） 

・北本市高齢者福祉計画2021・第８期介護保険事業計画（案）に対する意見一覧 

（資料２） 

・北本市高齢者福祉計画2021・第８期介護保険事業計画（案）（資料３） 
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事務局 
 

 

提出された意見及びその回答は以下のとおり（提出順） 

  

 パブリック・コメント手続の意見、公助だけでなく自助・互助の充実が重要との第

３回策定委員会における意見及び本計画の理念から、自助・互助・共助の必要性とそ

れを支える公助の関係をわかりやすく説明した方がよいと考えます。 

 

 御意見を受け、地域包括ケアシステムにおける自助・互助・共助・互助の役割と各

施策の関連性を示す頁を追加することとします。 

 

 第１部第２章第３節において、介護が必要になる原因に関してのみではなく、介護

予防のために具体的に何をしたらよいのか、北本市はどのような取組を実施している

かについて、記載した方がよいと考えます。 

 

 介護予防に関する取組については、第２部第１章において、お示ししているものと

なりますが、御意見を受け、該当箇所においても介護予防に有効な取組に関する記述

を追記します。 

 

 第２回策定委員会において指摘のあった地域包括ケアシステムに関して、詳細な説

明がされていると考えます。 

 

 本計画に基づき、本市の実情に応じた地域包括ケアシステムを推進していきます。 

 

 感染症・災害対策の強化に関して、詳細に記載さていると考えます。 

 

 本計画に基づき、非常時においても、安定して介護サービスが提供されるよう体制
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の整備に努めるとともに、各施策の推進にあたっては、感染症対策を踏まえた対応を

講じていきます。 

 

 「イキイキとまちゃん体操」に関する取組が計画書に位置付けられているため、こ

れからも介護予防・健康づくりの手伝いができればと考えています。 

 

 「イキイキとまちゃん体操」の取組については、本市における介護予防の中心的な

取組であると考えています。今後も、感染症に留意しながら、サポーターの皆様と連

携し、通いの場の拡充に努めてまいります。 

 

 第２部第８章第１節４行目の「困難な人」との表記を、「要配慮者（高齢者、障が

い者、難病患者、乳幼児、妊産婦、外国人の方）」に修正した方がよいと考えます。 

 

 該当頁における「自力での避難が困難な人」は、要介護認定者のみではなく、障が

い者や難病患者等も想定されるため、それらの方も明記した方がよいとの御意見であ

ると解釈しています。市といたしましては、そのような方も「自力での避難が困難」

であると認識し、地域の支援体制の整備を目指していますが、本計画は、高齢者や要

介護認定者に関する計画となりますので、当該表記とさせていただいたところであり

ます。 


